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東比田交流センターだより  

発行：東比田交流センター 

平成３１年３月 第８１号  

 

 

 

順 位 自治会 勝 数 (vs) 負 数 累計得点 累計失点 得失点差 

優 勝 滝谷 ４（道城 前谷 虫木 田中） ２ ８４ ６５ １９ 

準優勝 前谷 ４（虫木 田中 松本 永田） ２ ８８ ８０ ８ 

第３位 松本 ３（道城 滝谷 田中） ３ ８５ ７０ １５ 

第４位 永田 ３（松本 虫木 滝谷） ３ ７２ ７９ －７ 

第５位 道城 ３（前谷 永田 虫木） ３ ６６ ８０ －１４ 

第６位 虫木 ２（田中 松本） ４ ７４ ７６ －２ 

第７位 田中 ２（永田 道城） ４ ７２ ９１ －１９ 

お詫び 

閉会式時には第６位と第７位を間違えて表彰してしまいました。 

虫木自治会と田中自治会の皆様誠に申し訳ありませんでした。 

滝谷自治会の皆さん優勝

おめでとうございます！ 

健康チェック。ロコモ椅子

に挑戦中！ 

自主防災訓練で簡易担架

講習を受けました！ 



 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

 １ 

 

 
 

安達馨/須藤康己 

２ 

 

 
 

藤原和枝 

３ 

セラバンド 

 
 

柴田博文 

４ 

こども園 

入園式 
 

柴田勝司 

５ 

 

 
 

永井功輝 

６ 

花見の宴 

 
 

添田益男 

７ 

選挙 

 
 

野尻新治 

８ 

 

 
 

安達馨/板垣裕志 

９ 

広中入学式 

逢♡愛会議 
 

藤原和枝 

10 

 

 
 

若槻忠雄 

11 

 

 
 

柴田勝司 

12 

 

 
 

永井功輝 

13 

 

 

 
添田益男 

14 

 

 
 

石原秀樹 

15 

 

 
 

安達馨/柴田博文 

16 

 

 
 

田中博義 

17 

セラバンド 

 
 

柴田博文 

18 

 

 
 

柴田勝司 

19 

 

 
 

永井功輝 

20 
え～ひだ 

逢♡愛食事会 

 
石原秀樹 

21 

 
 

 

 

 

渡邊志朗 

22 

 

 

 
 

安達馨/藤原良介 

23 

 

 

 
 

祖田和安 

24 
縄久利お祭り 

 

 

 
若槻忠雄 

25 

 

 

 
 

柴田勝司 

26 

 

 

 
 

永井功輝 

27 

 

 

 
 

添田益男 

28 

 

 

 

 
 

川井光昭 

29 

昭和の日 

 

 
 

 

 

30 

国民の休日 

 

 

 
 

イエローバス 道 城 いきいき交流館 

①  8 時便  ８：３４  ８：５２ 

② 12 時便  １２：２４ 

③ 13 時便  １３：４２ 

④ 14 時便 １４：２２ １４：４０ 

⑤ 16 時便 １６：４６ １７：０４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 ４月６日（土）１８:３0～ 

 会 場 東比田交流センター 室内 

 会 費 男性 1,500 円 

     女性 1,000 円 

     子ども 500 円 

 申込先 東比田交流センター 

 ※３/29(金)までに申し込んでください 
 

 

日 時 ４月 20 日（土） 

11:00～14：00 

 会 場 東比田交流センター 室内 

 会 費 300 円 

 申込先 東比田交流センター又はスタッフ 

 ※４/８(月)までに申し込んでください 

  送迎の予約受け付けます 

 

藤原良介 藤原良介 

あとがき 

ウインターリーグ 3 月大会で健康教室を開催しました。お世話になった水口保健師さんとのメールで

のやり取りの中で「皆さんの楽しそうな顔を見て、こっちまで 楽しい気分になりました。」とありました。8

年間続けている事業ですが地域の健康増進はもちろん世代間交流の場にもつながり、交流センターが

よりどころとなり地域コミュニティが確立できている事に今更ながらうれしく思いました。今後も「楽しい交

流センター」を目指して頑張ろうと思いますのでよろしくお願いします。 
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笑顔で闘う 

 

「なんでこんなところに韓国人がいるんだ。」投げ捨てられるように言われた一言、父とファミ
リーレストランで食事をしていた時の事です。「何でそんなことを言われなきゃいけないの？」
「私にとって大事なお父さんよ。」と、悔しい気持ちが、後から後から湧き上がってきました。 
 それからしばらくして、ハンセン病治療施設「大島青松園」訪問の生徒募集がありました。そ
こに吉賀中学校の先輩でもある大西さんと言う方がいらっしゃることを知り、身近に感じた私
は、それに応募し、参加することになりました。 
 大島は松が沢山あり、海に囲まれたとてもきれいな場所でした。しかし、大西さんのこれまで
の差別の話を聞き、そのきれいに見えた目の前の景色が、急に寒々しい孤島の光景に見えてきま
した。質問の時間となり、私は先日のファミリーレストランでの出来事が脳裏に浮かび、その出

来事や私の境遇について話し、差別についてどう思うか聞いてみました。すると、大西さんの表
情が、ぱっと変わり、語気が強まりました。「絶対に差別に負けちゃあいけん。誰も好きでその
境遇になったわけじゃあない。それで人が傷つくことは、あってはいけん。兄弟はおるんかね。
兄弟がおるんならみんなで力を合わせて頑張りんさい。私も応援するから。」と言ってください
ました。私は背中を押してもらったように感じ、私の悔しさをわかってくれ、支えてくれる人が
いることをとても心強く思いました。大島から帰るフェリーの中、ほっと一息ついた時、一つの

疑問が生まれました。「そういえば、大西さんはずっと笑顔だった。なぜずっと笑顔だったんだ
ろう。」と。大西さんは時折涙を流されることもあったけど、それでも笑顔で、私に「差別に負
けず、差別と闘うことを頑張んなさいよ。」と。そして、何度も何度も「今の時代に感謝してい
る。辛い時もよそを見てうらやむだけじゃなく、「今」を「笑顔」で頑張るんよ。」と言われま
した。私は、大西さんは差別と闘うためには、自分の境遇をただ悲観するだけでなく、その境遇

を受け入れ、その中でしあわせを見つけ生きることが大切であることを伝えたかったのだと思い
ました。笑顔でいることで、自分が強くなり、日々を感謝す生き方ができます。そして、自分が
幸せだと思い、自信を持った生き方をしていけば、いざ差別に出会ったときに、その差別から逃
げず、その差別にきっちりと向かい合い、そしてその差別を解消するための「行動する力」につ
ながる。その事を教えていただきました。 
 今も日本の社会には、ヘイトスピーチ等沢山の差別があります。また私達の学校でも人を傷つ
ける言葉を聞く事があります。誰か影響力を持った人が、「正しい」と言ってしまうと、その人
達が主流となり、群れたくない人は、はじかれてしまうのです。今、SNS をはじめ、群れるた
めのツールが世代を超えて大流行している中、その傾向はさらに強まっていると感じます。そん
な中でも、私は絶対に多勢に流されること無く、何が正しく、何が間違っているかを鋭く見抜
き、笑顔で自信を持って、「それは間違っているよ。」とはっきりと言い切れる人間でありたい

と思います。あの瀬戸内の孤島で笑顔で闘ってきた大西さんのように。 

優秀賞 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の人権学習会はウインターリーグ 1月大会

の午後に開催いたしました。伯太町赤屋在住の野々

村千映子さん（島根県金融広報委員会（事務局 日

本銀行松江支店）金融広報アドバイザー/ファイナン

シャルプランナー）に～転ばぬ先の魔法の杖～「毎日

を生き生きと暮らすためのライフプランを、共に学び

合いませんか？」の内容で講演頂きました。『人生 100

年を笑顔で生き抜くためには、今後のライフイベント

を考えそれに向けしっかり準備をすることが大切』と

いうお話でした。 

参加してくださった皆様いかがでしたか？あなたら

しく笑顔で生きるコツがつかめましたか？ 

皆様も是非これからの人生設計を考えてみません

か。 
野々村先生資料引用 

昼食作りにご協力いた

だいた皆様ありがとうご

ざいました。おいしい温

かいカレーライスをいた

だきました。 


